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＜連絡事項＞

・麻薬の取り扱いについて～麻薬は朝、管理者（AOM、SGM、JGM、薬剤師）が病棟に持って上がってくることになりました。管理表への記載や薬包等の紛失がないように管理してください。また麻薬を使用した際にはフォーカスに記載し赤線を引いてください。フローシートにも忘れずに記載をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　後日、麻薬の取り扱いについてのフローが届く予定になっています。　

　　　　　　　　　　　　　

＜患者様連絡事項＞

・小林　キヨ様～ご家族希望にて4/29　14：00退院予定となる。

・澤村　彬様～本日4/28　16：00自宅退院予定。

・南部　てる様～施設スタッフ、ケアマネ来院し面談実施。5/8退院予定となる。

・阿部　義一様～療養環境変更の為、南Bユニットに転出となる。

・桑原　幸一郎様～排便-9日目の為、深澤Drより浣腸60ml　1本処方となり施行。反応便

　　　　　　　　　多量に確認。

・藤井　孝蔵様～排便-6日目の為、伊藤Drより浣腸60ml　1本処方となり施行。反応便

　　　　　　　　　多量に確認。

・本田　英之様～担当医より家族面談設定するよう指示あり。明日担当医に日程確認し家族へ連絡することとなる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。指示的な口調や声高さあり。介入に対し暴言・興奮みられている。精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・袴田　将志様～身体拘束中。声掛けに反応みられ、簡単な指示動作は可能。早期に処遇改善を図れるよう、看護介入していく。
＜要注目患者様＞

・聖前　偉三郎様～バイタルサインに異常はなし。排便-12日目であり腹部X-p施行する。

　　　　　　　　　便の貯留はないため、本日処方となったパントール（250）1A　2回/日で経過観察の指示あり（5/1まで）。排便に関する指示受けはしなくていいとのこと。

・池野　功一様～酸素3L流入中。バイタルサインに異常なし。ライントラブルなく経過している。身体状態の観察を行っていく。

・船田　泰子様～昨晩、膀胱留置カテーテル自己抜去あり。午後の尿検査にて異常あり。

　　　　　　　　トランサミン3T　3×1、レボフロキサシン（500）1T　1×夕　5日分処方となる。

＜田名部Dr診察＞

・小澤　和子様～退院に向け外泊訓練を進めていくよう指示あり。

・犾守　佑太様～本人希望にてオランザピンは止めとなり他同内容にて7日分処方。

・畑中　成夫様～女性・干渉・迷惑行為について指導を受けている。行動の観察を行い、他者トラブルにならないよう介入していく。

・前田　誠子様～内容一部変更にて7日分処方となる。

・佐藤　さた様～施設に入所申し込みしていくよう指示あり。家族連絡している。現在2箇所（鶴亀荘、三戸老人ホーム）に申し込み済み。5/2に南山苑にも申し込みする予定。

・吉島　知寿子様～左乳房の疼痛を訴えあり、レボフロキサシン（500）1T　1×夕　3日分

　　　　　　　　　処方となり、飲み切り止めの指示。

